
知的財産実務者
育成セミナー
知的財産を経営に役立てることに関心のある中小・ベンチャー企業の方や公的支援機関等で
知的財産支援をご担当されている方などを対象に、知的財産の権利取得とその活用など知的
財産に関する基礎的な実務能力が習得できるセミナーを全９回シリーズで開催します。
この機会に是非ご参加ください。

日 程

内 容

場 所

受講料

対 象

主催

問合先

申込み

氏名 企業名 部署名 職種 出願経験

①経営者
②知財部門
③技術開発部門
④その他

有 無

有 無
事業所所在地 ＴＥＬ

〒

令和３年７月～１１月（全９回）

プログラムは裏面に掲載しています

福岡中小企業振興センタービル
福岡市博多区吉塚本町９－１５（ＪＲ吉塚駅東口 徒歩スグ）

1人 5,000円 ： 代理の方の受講も差し支えありません
（特定の回のみも可、１回あたり1,000円。但し全回受講希望者を優先します）

福岡県内の企業・大学・研究機関で研究開発や知的財産に携わる方
特許等知的財産について学びたい方
（申込み多数の場合は中小企業の従業者を優先します）

令和３年７月２日（金）までに下記申込み用紙に記入の上ＦＡＸ、
または下記内容を記載したメールを送付してください。
申込みされた方には７月９日までには受講の可否をお知らせします。

（公財）福岡県中小企業振興センター
＜知的財産支援センター＞

知的財産支援センター 担当：永吉、杉下
電話：092-622-0035、メール：nagayoshi@joho-fukuoka.or.jp

申込み用紙 申込み先：知的財産支援センター
FAX  092-624-3300

定員
４０名

J-PlatPatの使用経験

全回 特定回
（ ）

全回／特定回のみ

メールアドレス



７月１４日（水）
13:30～17:00

第１回

経営に資する知財
活動の在り方
講師 弁理士 羽立幸司

知的財産についての概論だけでなく、
特許性・抵触などについての基本的な
考え方を理解して頂いて、さらに、知
的財産を経営に活かす視点からも講義
を行います。特に、事業計画に繋がる
ビジネスモデルと知的財産の関係を説
明します。また、デザイン経営・デザ
イン思考なども講義内容には入れて、
意匠・デザインの他、ブランディング
の観点からも講義を行います。グルー
プディスカッションも行い、知的財産
について具体的に考えて頂きます。

７月２８日（水）
13:30～17:00

第２回

特許・実用新案制度の
概要
講師 弁理士 山下滋之

８月１１日（水）
13:30～17:00

第３回

特許・実用新案出願の
手続きと出願後の対応
講師 弁理士 山下滋之

８月２５日（水）
13:30～17:00

第４回

商標権・地理的表示

講師 弁理士 山野有希子

９月８日（水）
13:30～17:00

第５回

意匠権・意匠法改正

講師 弁理士 布施哲也

９月２２日（水）
10:00～17:00

第６回

検索実務入門

講師 特許流通コーディネーター

１０月６日（水）
13:30～17:00

第７回

著作権
講師 弁理士 山野有希子

１０月２０日（水）
13:30～17:00

第８回

外国出願
講師 弁理士 遠藤聡子

１１月４日（木）
13:30～17:00

第９回

知財に関する契約と交渉
講師 弁護士 田中雅敏

特許権を取得するための要件、特許出
願のメリット・デメリット、出願から
登録までの流れ等につき、具体例・実
例を交えながら説明します。グループ討
議では、インプットした情報と思考を
整理して頂き、アウトプット等により
理解の定着を図ります。また、裁判例
をもとに、出願時の留意点等について
検討します。実用新案制度の概要・実
情にも触れます。

特許出願を行うためには、法的要件を
念頭に、「明細書」「特許請求の範囲
」「図面」「要約書」を作成する必要
があり、これらの書類の意義や作成上
の留意点について説明します。グルー
プ討議では、権利範囲を定める「特許
請求の範囲」を実際に作成して頂き、
裁判例から言葉の大切さを学びます。
また、中間対応（拒絶対応）のバリエ
ーションや駆け引きについて説明し、
審査の実情にも触れます。特許制度と
実用新案制度との違いにも言及します。

商標登録制度の概要について、実務的
な観点から講義を行います。
指定商品・役務選択の際のポイント、
願書作成時・商標登録後の留意点など
についても具体例を示しながら説明を
行います。
また、地理的表示の保護制度について
も、商標登録制度による保護との比較
を交えながら解説を行います。

身近な権利である一方で、複雑で難し
いといった声も聞かれる著作権制度に
ついて、保護の対象や権利の内容につ
いてわかりやすく解説を行います。
また、実務に役立てていただけるよう
に、企業活動において注意すべきポイ
ントや、陥りやすい失敗例についても
紹介します。

意匠制度の概要として、登録対象や登
録要件、手続きの流れについて解説し
ます。意匠特有の制度についても、具
体的な事例を用いて説明し、実践的に
理解を深めていただきます。
また、特許や商標と連携した知財ミッ
クスや、著作権や不正競争防止法との
関係にも触れながら、総合的な意匠の
活用のしかたを説明します。
さらに、2020年に施行された意匠法の
大改正についても解説し、最新の制度
動向の理解にも役立つ内容とします。

国内での権利化を経験したことがあっ
ても、海外での権利化となると、少し
難しいように感じておられる方も多い
のではないかと思います。しかし、現
代は、インターネットを通じて海外へ
の情報発信が容易になっています。
このような時代の中で、自社の商品や
サービスを海外でも展開したい場合に、
どのようにすればよいのか、について
わかりやすくご説明いたします。
特に、特許及び商標について、海外で
権利を取得するための手段及び留意点
について、具体的に説明します。

商標検索や特許検索の目的と方法に
ついて説明します。
また、パソコンを使い、国が提供し
ている特許情報プラットフォーム
J-PlatPat で実習します。
午前：商標検索
午後：特許検索
（半日のみの参加可です）

せっかく知的財産権を取得しても、
これを活用し、収益に繋げなければ
意味がありません。その際に避けて
通れないのが「契約」。本講座では、
単に契約書の文言の説明を行うだけ
ではなく、本当にビジネスに役立つ
「契約スキーム」の作り方や、
「契約締結交渉」のポイントについ
て、実例を交えてご説明します。

実習場所：福岡工業大学
（この回のみ）

セミナープログラム 第1回は社長・管理職の
皆様も是非ご聴講下さい！！
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